
毎月の人権チェックで、人を嫌な気持ちにしていないか振り返っていきましょう。 
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☆つげ口の悲劇？ 

ある日のことです。突然ＡがＢに言いました。 

 Ａ『Ｃって、面白い顔してるよな～。おれ、見るとつい笑っちゃうぜ。』と。 

 それを聞いたＢは、さっそく次の日にＣに伝えます。 

 Ｂ『ねぇＣ、Ａったら、君のことを笑っちゃうような面白い顔してるって言ってたよ。』と。 

  それを聞いたＣは、落ち込んでしまいました。しかし、時間がたつにつれ、腹が立って 

きました。怒りがおさまらないＣは次の日、Ａを呼び出し、顔をなぐってしまいました。

その際に倒れてしまったＡは、目を机の角にぶつけて大けがをしてしまいました。失明して

しまうかもしれません。 

  

 

  Ａについて。悪口を言わなければ、Ｃになぐられてしまうことはなかったですね。 
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Ｂについて。ＢはなぜＣに伝えたのでしょうか？悪口は許せないという正義感ですか？ 

Ｃの味方だからですか？その気持ちはわかります。でも、悪口を伝えたことで何が起きまし

たか？Ｃは落ち込み、結果的には、暴力、大けがとなってしまいました。Ｃの人生はこの後

どうなっていくのでしょう。もし、ＢがＣに悪口を伝えなければ、こんなことにはならなか

ったかもしれません。Ｂはどうすればよかったのでしょう？ 

 

ＢはＡから悪口を聞いた時に、Ａ本人に『そんなことは言ってはいけない』とか、『そん

なことはないと思う』などと伝えればよかったのではないでしょうか?しかし、Ａが自分よ

りも強い存在であった場合などでは、それは難しいと思いますので、そういう時には、まず

先生に相談してください。 

 

最後に、Ｃについて。とにかく、解決の手段として暴力は絶対だめです。嫌な気持ちに 

なったり、どうしようかと心がざわついた時は、先生に相談してくださいね。 

 

みんなの普段の行動・言動が、みんなの人権を守ることにつながっていくのです。 

 

物事には必ず『原因』があります。その原因をなくさなければトラブルはなくなりません。 

また、原因になる行為をしがちな人、自分のこの行為が未来に何を引き起こすのかという 

『予見能力』を高めていくことで、トラブルがない人生になっていくことでしょう。 

このケースについて、ＡＢＣの三人をそれぞれ振り返ってみましょう。 

日本における令和４年度の人権啓発重点目標 

『誰か』のこと  じゃない。 

 


